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福生市における調査実習活動報告

小野太志ヰ

藤田悠佑村

1 .福生市の基本状況

まず始めに、私たちが調査を行った福生市の基本的な情報について述べることとする。

1 -1. 地理と地勢

東京都福生市は、東京都心から酉へ約 40畑、武蔵野台地の西端に位量する。 ]R福生駅を中心

に市全域に市街地が広がり、東は立川市・昭島市・武蔵村山市、西は多摩川を隔ててあきる野

市、南は八王子市、北は羽村市・瑞穂町に隣接している(図1)。東西約 3.6km、南北約 4.5km 

と南北に開けており、総面積は約 10.24km2である。しかし、市の東北部にある米軍横田基地が

行政面積の 32%を占めているため、事実上の行政面積は6.92 krn2である。

地形の特徴としては、市北西部から南部にかけて市境に沿うように流れる、 1級河川の多摩

川が挙げられる。また、市東部の横田基地から多摩川に向かつて河岸段丘が緩やかに続き、市

内に分布する段丘

面の境には崖線い

わゆる「ハケJが

連なっている。そ

の斜面には地下水

が流出し、各所で

湧水が見られる。

また、地質は大部

分が関東ローム層

で、多摩川の低地

は沖積土である。
図1 福生市の位置(福生市観光協会webサイト)

* 筑波大学人間学群教育学類3年
筑波大学人間学群教育学類2年
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1 -2.福生市の歴史

「福生Jとし¥う文字が初めて歴史上に登場するのは 11世紀後半である。鹿児島県甑島(こし

きじま)の!日家に伝わった小川氏系図(福生周辺の土豪で、あったが、鎌倉時代に地頭として甑島

に領地を与えられて移住する)によれば、寛治元年 (1087)に武士Etl.西党に属する平山宗末

とし1う人物が福生村を源義家から与えられたとされている。

江戸期は旗本領、幕領が混在する地で、あったが、廃藩置県後、韮山県や神奈川県に属した。

明治22年の市町村市Ijの施行によって福生村、熊)11村は組合役場を設け、共同で事務処理をする

こととなり、明治26年に東京府に編入された。

昭和 14年から 15年にかけて、市の東北部に18S本陸軍飛行場(多摩飛行場)がつくられ、

航空審査部と陸軍整備学校が移設され、人口が増加、翌昭和 15年に福生村、熊)11村が合併して

福生田了となった。

昭和45年7月 1自には、地方自治法の一部改正により人口 3万8，749人をもって福生市とな

り、現在に至っている。

1 -3. 人口と世帯

人口は、東京のベッドタウンとして昭和 40年代から急激に増加し、その後も人口増加は続

いているが、平成2年頃より増加率は鈍化傾向になり、平成 14年の 62，503人をピークに減少

へと転じている。

調査実習時の平成25年7月 l日時点における人口は59，037人(平成26年3月 1日現在では

58， 735人)であり、そのうち外国人登録者は 2，485人で、実に全体の約 4.2%を占めた(平成

26年 3月 1日現在では 2，583人で約 4.4%)。また、横田基地面積を徐く人口密度は約 8.531 

人/km2である。これは、全国の自治体のうちでも 50位以内に入るという極めて高い数字である。

年代別人口構成をみると、 14歳以下人口が全体の 12.02%、65歳以上人口が全体の 21.280/0と

なっている。

世帯数も人口と同様に増加傾向にあるが、 1世帯あたりの人員数は減少傾向を示しており、

核家族化の進行がうかがえる。平成 25年 1月 l自現在における総世帯数は、 28，978世帯であ

る。

1 -4. 施設

義務教育の学校数は、小学校7校、中学校3校で、校舎は全校が鉄筋化、冷暖房化されてい

る。高等学校は2校ある。

社会教育・文化施設は、中央国書館及びその他の図書館が 4箇所、公民館及び公民館

分館が3笛所、地域会館(学習など供用施設) 8笛所、市民会館などが設置されている。

社会福祉施設については、公・私立の保育所 12錨所、無認可保育施設3箇所、児童館3箇

所(田園児童館、武蔵野台児童館、熊)11児童館)の他に、学童保育所を各小学校区域毎に 1笛
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所設置している。

また、特別養護老人ホームが市内に3施設あり、平成 7年には地域福祉の拠点となる福祉セ

ンターが新たに建設された。

スポーツ・レクリエーション施設は、グラウンド・野球場が7箇所、体育館が3箇所、

テニスコートが4笛所、プールが 1笛所設置されており、これらの施設は、多摩川沿し 1 及

び横田基地南側に多く位量している。

他にも、茶室やリサイクノレセンタ一、公園などが整備されている。

(藤田悠佑)

《参考資料>> (以下2014年 3月29Sアクセス確認)

・東京都福生市ホームページ http://www.city.fussa.tokyo.jp/index.html 

-福生市観光協会webサイト http://VlWW. fussakanlくo.jp/index. htm 

-データから見る福生 平成24年度版

http:/八，vww.ci ty. fussa. tokyo. jp/municipal/aboutfussa/ data/mlcpmb000002omjt. html 

-福生市緑の基本計画「ふれあいつながる さわやかな緑の福生J(平成 11年 3月)

2. 福生市の生涯学翠政策概況

次に福生市の生涯学習政策を、その基本計画である「第2期福生市生涯学習推進計画j をも

とに見ていくこととする。

2-1. 生涯学習をめぐる動向

生涯学習としづ概念は、昭和 40年にユネスコ(国際連合教育科学文化機関)の成人教育に

関する会議で「生涯教育j としづ言葉として初めて提案されて以来、その重要性の認識ととも

に広がりを見せている。

わが国でも、昭和 56年の中央教育審議会の答申 f生涯教育についてjで本格的に生涯学習

の考え方が導入され、その後、昭和 59年から 62年にかけての臨時教育審議会の答申、平成2

年の生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律(生涯学習振興法)の制定、

平成4年の生涯学習審議会の答申などを経て、生涯学習の振興方策が定められた。また、平成

18年には教育基本法、社会教育法が改正され、教育基本法には新たに「生涯学習の理念jが盛

り込まれることとなった。

一方東京都では、平成4年に東京都における生涯学習振興施策の推進を図るため、東京都生

涯学習審議会条例を制定し、東京都生涯学習審議会を発足させた。この審議会は以後、様々な

答申を通して東京都の生涯学習政策に影響を与えている。
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2-2. 第2期福生市生涯学習推進計画の策定

福生市では、平成5年に福生市生涯学習審議会を設置、「福生市における生涯学習の振興方策J

の諮問に対して平成 7年に「豊かな魅力ある『人づくり』・『まちづくり』をめざす生涯学習J

が答申された。この答申を受けて平成9年に「福生市生涯学習推進計画Jを策定。「社会教育は

生涯学習の一つの領域、社会教育行政は生涯学習を支える柱の一つJとしづ生涯学習の方向性

が定められた。

それを引き継ぐ形で平成 17年には「福生市総合計画(第3期)後期基本計画j との整合性

を図り、 r<<修正》福生市生涯学習推進計画Jが策定され、「人かがやくまち福生Jを推進目標

として、市民がいつでも自由に学習できる機会を選び、学ぶことができ、その成果が地域社会

の中で生かされ、適切に評価される生涯学習社会の構築が図られた。

平成22年3月に策定された「福生市総合計画(第4期)Jでは文化・教育関係の目標として

「希望に満ちた明るいひとづくり jが掲げられ、学校、家庭、地域の連携を強化したひとづく

り、まちづくりに主体的な参画意識を持つ希望に満ちた明るいひとづくりの推進が求められて

し¥るとされた。

r <<修正》福生市生涯学習推進計画Jの計画期間の終了に合わせ、福生市教育委員会より福生

市社会教育委員の会議に対し r~第 2 期福生市生涯学習推進計画』を策定するための福生市の生

涯学習の振興方策のあり方についてJの諮問が行われ、平成 22年 3月に答申がなされ、平成

23年 3月、「第2期福生市生涯学習推進計画」が策定された。現在、福生市ではこの計画に基

づいて生涯学習政策が実施されている。

2-3.第2期福生市生涯学習推進計画の概要

本計画は、福生市基本構想の臣標の実現に向け、教育基本法及ひネ土会教育法の趣旨を 踏ま

え、生涯学習のさらなる振興を通じて学校・家庭・地域の連携協力を促し、社会教育行政がけ

ん引役として、生涯学習施策を推進していくための方策を示すものである。

また、生涯学習施策の現状と課題を明らかにし、今後の生涯学習施策について関係部署及び

機関との連携・協力のもとで、市民の参加・参画により総合的に推進することを目的とされて

いる。

計画の方向性としては、「福生市総合計画(第4期)Jで掲げられた f希望に満ちた明るいひ

とづくりJを自指し、(1 )地域の教育力の向上、(2 )学習支援体制の整備・ネットワークの

構築、(3 )学習情報の提供と相談活動の充実、 (4)人材の育成・確保、(5 )学習成果の活用

と評価の5つが挙げられる。

また、本計画の期間は、平成 23年度から平成 32年度までの 10年間とされ、平成 23年度

から平成 27年度までの前期5年間と平成 28年度から平成 32年度までの後期5年間に分け、

平成 27年度に前期5年間の取組を検証し、後期5年間に向けて計画の見直しを行うこととさ

れている。
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2-4.具体的な取り組み

計画では、家庭教育の充実、学社連携の強化、生涯学習の機会及び場の提供、ネットワーク

の整備、国際化への対応など、 9つの分野に具体的施策を分類している。

-第 1分野学校・家庭・地域の連携による生涯学習の基礎づくり

例)家庭教育学級の充実、図書館による出前おはなし会等

-第2分野新たな学社連携・融合の促進

例)ふつさっ子の広場事業Iの推進等

-第3分野ライフステージに応じた学習活動の展開

例)幼児、青少年、高齢者、障害者などへのスポーツ推進事業、子育て指導等

・第4分里子学習施設の整備と運営の充実

{列)各種施設整備、生涯学習関連施設問のネットワーク化推進等

.第5分野情報提供・相談体制の拡充

{列)学習情報の提供、学習相談の充実等

・第6分野多様な学習活動の展開・ネットワークの整備

例)学習団体の援助、指導者の確保、講座・講演会の充実等

・第7分野学習成果の活用とまちづくり

{列)評価システムの整備、学習成果の発表・活用機会の充実等

・第8分野芸術文化の振興と国際化への対応

例)茶室の運営、文化財の保護、国際交流学習・講座の開催等

・第9分野生涯学習推進体制の整備

例)市民活動団体との連携、イ也市町村の講座・講習への参加等

(藤田悠佑)

<<5主:>>
1放課後に小学校内の施設や校庭を利用し、安全な見守りのもと、地域の人や異年齢の子供たちとの関わ

りの中で、集団ルール等の社会性や自主性、協調性などを身につけ、子どもたち一人一人を健やかに育

てていくための事業

《参考資料>>(以下2014年 3月29日アクセス確認)

-東京都福生市ホームページ http://Wffiv.city.fussa.tokyo.jp/index.html 

-第2期福生市生涯学習推進計画(平成23年3月)

http://www.city.fussa.tokyo.jp/life/culture/lifelong/mlcpmb0000004g1h.html 
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3. 巡検概要

3 -1. 巡検スケジュール

7月7日(日)

10:00 牛浜駅着 市民会館・公民館(音楽室)

10:30 講義 1:福生市概況・福生の社会教育の展開過程・自治体社会教育の課題等

(野津久人・元福生市市長)

12:00 昼食

13:00 講義2:福生の社会教育現状

(伊藤静一・元社会教育主事、 NPO法人自然環境アカデミー)

は:00 施設等見学(市バス)

市民会館・公民館

→中央図書舘、郷土資料室、茶室福庵

→福生地域体育館、武蔵野台児童館・図書館、松林公民館分館

→玉)11上水、多摩川(市営プーノレ、中央体育館等)

→白梅公民館分館

→東横インチェックイン

17:00 石川酒造見学

17:30 向蔵和室にて懇親会

20:00 東横イン治

7月8日(月)

9: 15 東横イン出発(市ノくス)

9:30 横田基地見学

9:30 視察参加者第2ゲート到着入門手続き

10:00-10:30 第374空輸航空回ミッション・ブリーフィング(司令部会議室)

(ブリーファー:高橋美鶴)

10 : 30-11 : 00 横田基地車窓見学(前半)

11 : 00-11 : 30 太平洋航空ノミンド見学

11 : 30-11 : 50 横田基地車窓見学(後半)

11 : 50-12: 50 下士官クラブにて昼食

13:00 視察参加者第2ゲート出発

13:00 市役所2F会議室にて質疑他 (野沢久人)

14:20 市役所発福生釈へ

14:42 福生駅発から帰路へ
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3-2. 巡検参加者

教育学類4年 小口彩・橋田慈子・原さゆり・谷田部大地・山口史乃・山田和佳

教育学類3年 近藤雄介・下回春奈・横江祐二・小野太志

教育学類2年 ) 11口理帆・藤田悠佑

4. 巡検詳細

4-1.福生市中央公民館と公民舘分館

.公民館設立までの経緯

社会教育施設設置以前の福生市における社会教育活動は、関係面体を中心に行われていたた

め、条件整備としての社会教育機関は行政側の課題で、あった。 1970年代には青年間や婦人会が

なくなり自主サークノレが活動を広げるようになるなかで、 1972年複数の青年サークノレが「青年

団体連絡協議会」を構成し、サークノレ間のコミュニケーションを広げ深める取り組みを開始し、

その協議会において「文化施設研究会Jが発足し、公民館に関する基本的な学習が開始された。

そして翌 1973年には、活動場所を求めた青年サークノレと婦人グループが中心となり「ふつさ公

民館をつくる市民の会jが出来上がった。「新しい公民館像をめざして(三多摩テーゼ)Jを拠

り所に、近隣の公民館を見学するなど精力的な住民運動が展開され、これは 1974年には公民館

建設の署名活動までに発展した。署名は 1180名を集め、この請願書が市議会で採択され、 1977

年6月の中央公民館設立に至った。その後 1979年には松林分館、翌 1980年には白梅分館が設

立されている。

・公民館の施設見学を通して

今回の巡検の中では、中央公民館・松林公民館分館・白梅公民館分館の3カ所の公民館に足

を運ぶことができた。いずれの公民館においても数多くのサークノレ活動や公民館講座の詳細を

示す用紙が多く貼り出されており、青年サークルが公民館づくりを主導したことに象徴される

住民の主体的学習態度はいまも福生において継続されていることを感じた。また、それに応じ

るように公民館側も精力的な取り組みを行っている。例えば、松林公民館分館では公民館に保

育室が設置されており、この保育室では母親向けの併設講座も行われている。親が子供から離

れ学習する機会を保障するために行われているこの取り組みは、公民館伎iJも時代とともに変容

する住民からのニーズにこたえ、体制の改善に着手しながら絶え間ない住民との信頼関係の構

築に奔走している様子がうかがえた。

4-2.福生市の社会教育関連施設

.中央図書館

福生市の図書館システムの中心として蔵書22万冊を所蔵し、幼児から高齢者までの幅広い市

「
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民への資料提供を行っている。実際に見学をしてみて、地域資料が充実しているということが

印象的で、あった。地域資料コーナーの中でも、行政・玉川上水・多摩川・横田基地などのよう

に事細かな分類が行われており、市民が自分の興味にあった地域資料をすぐにみつけられ、ま

た、関連した資料を手に取る機会を増やしていることにより、市民の地域への意識を形成する

ことに貢献していると考えられる。

-郷土資料室

郷土資料室は中央公民館に併設された施設である。「福生市の自然と人々の暮らしJを常設展

示とし、市民が地域の歴史や自然との関わりに深い理解と愛情を持つことを大切にしている。

また、展示のほかにも子供向けの事業として、市ノミスを利用し市街の水族館での観察会を行う

などする「夏休み小学生見学会Jや昔遊びや地域の習慣・伝統行事などをワークショップ形式

で紹介する「小学生わくわくどょうびワークショップj などを催しており、地域の子供の学習

活動に積極的に寄与する活動を広げている。

-茶室福庵

「福生市文化の森jの中に件む茶室である。事前の予約であればだれでも、茶道をはじめ、

俳句・事・華道・会合など、多目的に利用できる。また、付属設備・備品などは自由に使用す

ることができ、茶碗や茶せんなどの道具貸し出しも行っている。私自身、茶室というものをこ

れまでに見学したことはなく、市民サークルなどで生け花や琴など日本の文化的な活動を行う

ときは公民館の和室で行うものと考えていた。この茶室福庵は、福生市の市民のニーズに基づ

いて設置されたものであり、福生市の住民と向き合う姿勢が顕在化された施設であるといえよ

つ。

-福生地域体育館

第1体育室、第2体育室、 トレーニング、ルーム、会議室のほかに、利用者の同伴幼児のため

のプレイルームを内設している。実際の見学をしてみてまず始めに、公営の施設とは思えない

施設・指導者(トレーナー)の充実に驚かされた。福生地域体育館は、市内の熊)11地域体育館

とともに、指定管理者シンコースポーツ株式会社による運営が行われており、ハード面(施設

設備)やソフト面(トレーナなどの各種指導者)の整備だけでなく、各種スポーツ教室やフィ

ットネスプログラムなど講座の内容の充実もなされている。市内だけに留まらず市外からも多

くの利用者がおり、地域体育館の「地域Jのイメージを考え直させられるほどで、あった。

-武蔵野台児童舘・図書館

1階が児童館、 2階が児童館の一部と学童クラブ、図書館の保存庫となっており、 3階が図

書館となっている施設である。福生市の児童館は平成 19年度より指定管理者NPO法人ワーカー

ズ、コープによる管理運営が行われており、この武蔵野台児童館もそのひとつである。児童館は

月 1度の休刊日を除き土日も運営しており、利用は無料である。児童館の利用対象は乳幼児か

ら高校生までと幅広く 用途や年齢に合わせ雰沼気の違う部屋害IJりが行われている様子を呂に

することができた。児童館が乳幼児の母親の居場所になっているとしづ職員の話もあり、地域
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の中で児童館が地域における「つながり jの形成に大きな役割を果たしていることが感じられ

た。 3[5皆の図書館は、おむつ替えや授手しのためのベビールームがあったり、児童コーナー・テ

ィーンズ、コーナーが充実していたりと児童館併設ならではの工夫が見られた。しかし、職員の

話からは、子供が騒いでしまうために児童館利用者は図書館の利用を遠慮、してしまう傾向にあ

ることが指摘されていた。中央図書館のように広さはなくやや手狭ではあるが、子供と高齢者

のような異年齢集団の交流を念頭に置いた工夫が必要なのではなし1かと感じた。

4-3. 多摩川

多摩川は、山梨県塩山市の笠取山を水源とし、東京都を貫通して東京湾にそそぐ一級河川で

あり、その流域に位置する福生市は古くからその恩恵を受け続けてきた。水源となる多摩)11は

福生市の住民にとっていわば生活の中心であり、その多摩川について市民レベルで、の学習活動

が長らく行われてきた。 1969年、福生市の多摩川河川敷に運動場を造成する計画が明らかにな

ると、この河川敷が野鳥の渡来地として極めて重要な場所で、あったため、日本野鳥の会や自本

自然保護協会、東京教育大学を中心として反対運動がおこった。これをきっかけに、翌年、都

市住民の憩いの場を守り、都市と地域住民の憩いの場として「多摩川自然公園j をつくること

を目的に、「多摩川の自然を守る会jが狛江で結成された。この自体を中心として、東京都の多

摩川左岸沿いに自動車道路を建設する計画に反対する住民運動が展開するようになり、「多摩川

の自然を守る市民集会jの開催や「多摩川水系自然保護呂体協議会jの結成により多摩川の自

然保護活動はますます精力的なものとなった。これらの活動は行政側にも大きな影響を与えて

おり、自然保護包体との協力で建設省(現国土交通省)が「環境留意マップjを作成するなど、

その成果は大きい。

また、多摩川をフィールドとして福生市公民館では、 1978年から 2001年まで自然体験事業

である「自然たんけん隊jが行われていた。この事業は、多摩川及びその緑地帯をフィーノレド

として、小学校4年生から中学校3年生までの子供を対象として行われ 公民館職員で、あった

伊東静一氏を中心に行われていた。季節による白然の移り変わりと自らの生活を捉えることが

できるよう「自然たんけん隊Jのプログラムは1年間を通じて組まれており、 1年間の最後の

3月には仲間や家族を交えたファミリーハイキングを主体的に企画運営し、活動で、培ったノウ

ハウや学びの総体を確認するようにされている。かつて自然たんけん隊に参加した者の中には

高校生や大学生になってスタッフとして「自然たんけん隊j に戻ってくる者もおり、事業はな

がく継続されたが、 2001年に伊東氏が人事異動で公民館を離れると、この事業は終了してしま

う。同年 11 月には自然たんけん隊スタッフなどが中心となり NPO 法人「自然環境アカデミ ~J

が発足され「自然たんけん隊Jにおける蓄積は引き継がれたが、公民館事業とは切り離される

かたちとなってしまった。

以上の取り組みから多摩川が福生市民の学習活動にし1かに大きく寄与しているかということ

を強く感じた。しかし、それらの学習活動の主体はだれが担うのだろうか。自然保護活動が盛
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んになった 1960年代後半から 1970年代にかけては先述の通り公民館設立運動の機運が高まっ

た時期と同時期であり、「自然たんけん隊jの中核を担った伊東氏と同世代であるように考えら

れる。伊東氏の異動とともに「自然たんけん隊Jがなくなってしまったように、市民の学習活

動は今後引き継がれず減退の一途をたどるということはないのであろうか。今まで主体として

機能してきた伊東氏らの世代の試み・活動を次代に再生産していくことの必要性、そのような

意味で、の学習活動の必要性を、福生市の多摩川に関する学習状況を見ながら考えた。

4-4. 石J11潜造

石川酒造は江戸時代に創業した老舗の蔵元である。古くから地域との地縁的なつながりをも

っており、これは、「石川酒造は、地域の誇りであり、自らの誇りであるj というその企業理念

に強く示されている。敷地内には資料館も置かれており、石川酒造が代々地域とともに歩んで

きた様子が見て取れた。また、和食料理屋やレストランのスペースは地域住民でにぎわってお

り、そのつながりは現在でも紡がれ続けていることを感じた。

4-5.横田基地

横田基地は、福生市・西多摩郡瑞穂町・武蔵村山市・羽村市・立)11市・昭島市の5市1町に

またがる、沖縄を除けば日本では最大となるアメリカの空軍基地であり、事実上、日本の行政

権の及ばない治外法権地区である。基地内の構成面積が最も大きい福生市とは古くから交流が

あるということを見学の中で説明を受けたが、 1日自の福生市市内の見学の中ではほとんど横

田基地に関する情報を自にしなかったということが気がかりで、あった。横田基地内は日本国内

にいることを疑ってしまうようなアメリカ特有のにおいや文化が染み渡っていて、日本や福生

市とは完全に切り離された空間のように感じた。横田基地日米友好祭が無期限の延期となって

いる現在、公的かっ私的な交流が必要ではないだろうか。そのような現在だからこそ、相互に

理解を進める機会を生み出すための社会教育の役割を求めたい。

(小野太志)
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5. 終わりに

今回の巡検で福生市を訪問してみて、まず始めに驚いたのは市全体の社会教育への関心の高

さである。 ]R牛浜駅構内の掲示板に設けられている公民館で行われるイベント告知専用のスペ

ース、市街地の道中にある社会教育施設案内のための看板、そして極めつけは市立図書館に設

けられた(隣の教育のコーナーとは別にされている)社会教育のコーナー、それら全てが市全

体で社会教育を推進しようとする動きが強いことの表れであるよう感じた。このように福生市

において社会教育が広く浸透しているのは、社会教育に腰を据えて市政を行った野沢氏の取り

組み、そしてそのもとで実際にその手で社会教育活動を進めた伊東氏のような社会教育施設職

員の取り組みの賜物であるだろう。成人式を自主化するための青年会の設立や公民館設立のた

めの署名活動などに見ることができるように、住民の草の根的な活動に寄り添いながらそれを

社会教育的活動として推し進めるとしづ過程が、現在社会教育がこれほどまでに市に根付いて

し1る一因である。

しかし、このように現在においても社会教育に関心の高い福生市で、あっても野沢氏や伊藤氏

が「現役Jとして精力的に活動していたころと比較するとその減退は否定できない。伊東氏が

福生市の公民館職員で、あった頃に開始した「自然たんけん隊j は、多摩川やその縁地帯をフィ

ールドとして子供に環境保全教育を行う事業で 1978年から 20年以上にわたって継続されてい

たが、 2001年に伊東氏が人事異動で公民館を離れるとともに公民館事業としては終了してしま

った。同年11月には自然たんけん隊のスタッフなどが中心となり NPO法人「自然環境アカデミ

ーJが発足され「自然たんけん隊Jにおける蓄積は引き継がれたが、公民館事業とは切り離さ

れるかたちとなってしまったのである。

成人式を自主化するための青年会の設立や公民館設立のための署名活動が行われていたころ

に比べ、現在では社会教育に参加するのは定年を迎えた高齢者やそれらの活動を主導してきた

年配の世代ばかりで、若者がそこに加わる例は少なくなっているようにいわれている。その理

由としては諸説考えられるが、彼らの世代によって主導されてきた活動が世代を超えて継承さ

れない部分は多いだろう。若い世代が社会教育に参加するということは現在における世代を超

えた交流が行われるとしづ意味だけでなく、次の若い世代を社会教育に巻き込み文化を再生産

していくとしづ意味もあるのだ。ではそのためにどのようにして若い世代を社会教育へと巻き

込むのか、単に教育活動や学習活動を行うのではなく、「だれが行うのかJrだれと行うのかj

fだれのために行うのかJということをいま考え直す必要があるのではないだろうか。

(ノト野太志)

福生市の巡見時、私は「生涯学習J、「社会教育j というものへの認識が乏しく、見るものす

べてが新鮮で、あったことを覚えている。そして今回、本誌に投稿させていただくにあたって今

一度福生市について調べ直すことによって、巡見時の新鮮な学びや驚きを思い出すとともに、

そこからさらに一歩踏み込んだ学びを得ることができたように思う。
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さて、まず福生市であるが、その最大の特徴と言っても差し支えないのが、行政面積の3分

の2を占める米軍横田墓地であろう。その影響もあり、福生市では住民の40/0以上が外国人登

録者である。これは、我が国における在留外国人の割合が約1.6% (平成25年 1月 1日現在 法

務省)であるのと比較しでも、高い割合であることがわかる。

また、福生市は人口の減少と核家族化の進行、さらに都市化にともなう自然環境の減少とい

った課題を抱えている。これらの課題は福生市のみならず多くの都市で直面しているものであ

ろう。このような状況に対し、福生市では様々な取り組.みが行われているが、その取り組みの

根幹に据えられているのが f生涯学習jで、あるということが非常に興味深い。

今回の巡見で私たちは様々な施設を見学させていただいたが そこで私が感じたのは、各施

設の利用率の高さである。それまで社会教育施設とあまり関わり合いのなかった私にとって、

このように活発に利用されている施設というものは驚きであり、同時に学校教育とは異なる、

より地域に密着した形の教育(交流)の在り方というものを感じることができた。

米軍基地を有するという特殊な環境と、人口や自然環境の減少という一般的な課題の二つを

併せ持つという、福生市独特の特徴を改めて確認することで、福生市の社会教育関連施設の活

気、及び生涯学習としづ概念の可能性というものに気づくことができた。

(藤田悠佑)
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